
函るさと短儒●

バ
ー
ル
セ
ロ
ナ
目
指
宵
健
脚
ｔ
披
露

峰
浜
村
（
旧
沢
口
村
、
塙
川
村
を
合
体
）

　
昨
年
も
こ
の
会
報
の
『
ひ
と
一
欄
で
紹
介
し
た
自
転

車
の
鈴
木
裕
美
．
ｔ
（
新
制
3
1
期
）
選
手
は
、
峰
浜
村
岩

ｆ
出
身
。
そ
の
鈴
木
選
手
が
五
月
の
国
際
サ
イ
ク
ル
ロ

ー
ド
レ
ー
ス
で
、
見
事
に
日
本
の
第
一
人
者
の
貫
禄
を

示
し
た
。

　
こ
の
レ
ー
ス
は
束
京
、
名
古
屋
、
大
阪
を
転
戦
し
て

総
合
得
点
を
争
う
も
の
だ
が
、
第
一
戦
の
東
京
大
会
は

日
比
谷
シ
テ
ィ
前
を
ス
タ
ー
ト
し
て
大
井
埠
頭
を
周
回

す
る
六
〇
・
五
七
キ
ロ
の
コ
ー
ス
。
外
国
の
一
流
選
手

十
六
名
を
含
む
四
二
名
が
参
加
し
た
。
レ
ー
ス
は
集
団

の
ま
ま
終
盤
に
入
り
、
残
り
五
〇
メ
ー
ト
ル
を
団
子
状

態
で
ゴ
ー
ル
に
な
だ
れ
込
む
展
開
に
な
り
、
一
位
の
タ

ッ
ペ
ル
（
オ
ラ
ン
ダ
）
選
手
に
わ
ず
か
百
分
の
九
秒
及

ば
な
か
っ
た
も
の
の
、
日
本
選
手
と
し
て
は
各
大
会
を

通
じ
て
日
本
人
過
去
最
高
の
二
位
で
ゴ
ー
ル
を
駆
け
抜

け
た
．

　
鈴
木
選
手
は
名
古
屋
、
大
阪
大
会
で
も
健
闘
。
三
つ

の
レ
Ｆ
ス
を
合
わ
せ
た
ポ
イ
ン
ト
制
で
争
わ
れ
る
総
合

順
位
は
、
東
京
大
会
優
勝
の
タ
ッ
ペ
ル
選
手
を
抜
い
て

堂
々
の
四
位
と
な
っ
た
。
一
位
エ
イ
コ
フ
（
ア
メ
リ
カ
）
、

二
院
メ
イ
フ
ィ
ー
ル
ド
（
ア
メ
リ
カ
）
、
三
位
ホ
ッ
ジ
（
イ

ギ
リ
ス
）
と
上
位
三
人
は
外
国
勢
。
ホ
ッ
シ
選
手
と
の

差
は
わ
ず
か
一
二
ポ
イ
ン
ト
。
総
合
順
位
の
女
子
日
本
勢

の
過
去
最
高
は
七
院
で
、
鈴
木
選
１
は
こ
の
記
録
も
大

き
く
塗
り
替
え
た
。

　
三
〇
歳
と
ベ
テ
ラ
ン
の
域
に
入
っ
た
彼
女
だ
が
、
バ

ル
セ
ロ
ナ
ヘ
の
夢
に
向
か
っ
て
ま
だ
ま
だ
果
敢
な
挑
戦

は
続
け
ら
れ
て
い
る
。

　
峰
浜
ふ
る
さ
と
会
　
会
長
・
富
岳
皆
猛
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
務
局
・
峰
浜
村
役
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
１
８
５
－
７
６
－
２
１
１
１

東
京
め
ー
角
に
ふ
３
さ
と
が
出
現

山
本
町
（
旧
下
岩
川
村
、
金
岡
村
、
森
岳
村
を
合
体
）

　
す
で
に
恒
例
と
な
っ
た
東
京
山
本
会
は
、
昨
年
ト
ー

月
浅
草
の
台
東
区
民
会
館
で
第
４
回
総
会
が
開
催
さ
れ

た
．
町
か
ら
の
出
席
者
を
含
め
約
ニ
ハ
○
名
の
参
加
で
、

一
年
ふ
り
そ
し
て
そ
れ
以
上
の
再
会
を
楽
し
む
声
が
会

場
一
杯
に
み
な
ぎ
り
あ
ふ
れ
た
。
会
場
に
は
、
秋
田
魁

新
聞
や
北
羽
新
報
の
取
材
記
者
の
顔
も
見
ら
れ
、
総
会

及
び
懇
親
会
の
模
様
は
「
き
り
た
ん
ぽ
囲
み
懇
談
、
踊

り
も
披
露
、
盛
り
上
が
る
」
≒
写
真
入
り
で
大
き
く

報
道
さ
れ
た
。

　
総
会
で
は
、
①
会
員
相
互
の
親
睦
と
会
員
拡
大
、
②

山
本
町
へ
の
情
報
提
供
、
③
ふ
る
さ
と
へ
の
桜
の
植
林
、

な
ど
六
項
目
の
事
業
計
画
が
決
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
お

楽
し
み
の
懇
親
会
に
移
り
、
郷
土
料
理
キ
リ
タ
ン
ポ
を

味
わ
い
な
が
ら
、
金
岡
・
羽
立
の
勇
壮
な
「
さ
さ
ら
」
、

じ
ゆ
ん
さ
い
音
頭
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
、
だ
れ

も
が
ふ
る
さ
と
を
満
喫
し
た
。
さ
ら
に
、
懐
か
し
い
恩

師
を
囲
む
輪
も
あ
ち
こ
ち
に
で
き
て
、
子
供
時
代
に
帰

っ
て
は
し
や
ぐ
姿
も
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　
な
お
、
東
京
山
本
会
第
５
回
総
会
は
、
平
成
三
年
ト

月
ニ
ト
ー
日
（
日
）
、
東
京
浅
草
・
台
東
区
民
会
館
で
開
催

の
予
定
で
あ
る
。

東
京
山
本
会

会
長
・
鈴
本
多
助
氏

幹
事
長
・
板
倉
富
鉱
氏

事
務
励
・
袴
田
事
務
所

０
３
－
３
６
０
９
－
８
５
８
４

嗇
橋
マ
弓
リ
ヽ
｀
一
も
う
一
つ
一
顧
－
１
あ

き
た
こ
ま
ち

ニ
ツ
井
町
（
旧
ニ
ツ
井
町
、
富
根
村
、
種
梅
村
、

荷
上
場
村
を
合
体
、
響
村
を
編
入
）

　
号
砲
が
鳴
っ
て
す
で
に
数
分
、
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
を

駆
け
’
技
け
て
い
く
市
民
ラ
ン
ナ
ー
は
ま
だ
ま
だ
続
く
。

毎
年
国
内
外
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
含
む
一
万
五
千
名

以
上
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
す
る
、
市
民
ラ
ン
ナ
ー
憧
れ

の
了
フ
ソ
ン
大
会
で
あ
る
，
そ
の
日
本
一
の
規
模
を
誇

る
青
梅
報
知
マ
ラ
ソ
ン
は
今
年
2
5
回
の
記
念
大
会
。
わ

が
ニ
ツ
井
町
か
ら
も
1
0
キ
ロ
の
部
、
3
0
キ
ロ
の
部
に
男

女
介
わ
せ
て
い
１
１
名
が
参
加
し
、
全
員
見
事
に
完
走
し
た
。

　
し
か
し
、
ニ
ツ
井
町
の
青
梅
マ
ラ
ソ
ン
参
加
は
ラ
ン

ナ
ー
だ
け
で
は
な
い
。
束
京
ニ
ツ
井
会
の
協
力
も
あ
っ

て
、
今
年
も
あ
き
た
こ
ま
ち
の
お
に
ぎ
り
二
万
五
千
個

余
り
が
特
別
参
加
。
お
む
す
び
の
特
別
参
加
は
す
で
に
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五
回
目
と
あ
っ
て
、
ラ
ン
ナ
Ｆ
に
も
す
っ
か
り
お
な
じ

み
。
ア
ッ
と
い
う
ま
の
品
切
れ
に
な
り
、
町
産
ブ
ラ
ン

ド
米
も
い
よ
い
よ
こ
の
大
会
の
も
う
一
つ
の
顔
に
な
り

つ
つ
あ
る
模
様
。

東
京
ニ
ツ
井
会
　
会
長
・
吉
田
　
裕
氏

　
　
　
　
　
　
　
東
京
事
務
叫
・
桂
田
氏

　
　
　
　
　
　
　
０
４
９
〕
４
－
８
４
－
０
１
５
１

フ
ナ
ー
森
て
心
ｔ
豊
か
に

ハ
森
町
（
旧
ハ
森
村
、
岩
館
村
を
合
体
）

　
最
近
の
レ
ジ
ャ
ー
は
、
観
光
や
消
費
型
か
ら
心
の
豊

か
さ
や
充
実
を
求
め
る
方
向
へ
と
変
化
し
て
い
る
。
昨

年
、
わ
が
町
に
県
が
建
設
し
た
森
林
科
学
館
（
ハ
森
ふ

な
っ
こ
ラ
ン
ド
）
は
そ
の
要
求
に
ぴ
っ
た
り
の
施
設
で
、

今
各
方
面
の
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
丸
い
ド
ー
ム
型
の
屋
根
を
待
つ
建
物
は
す
べ
て
秋
田

杉
で
作
ら
れ
て
お
り
、
天
井
は
組
み
合
わ
さ
れ
た
太
い

梁
の
ア
ー
チ
が
力
強
く
、
そ
の
美
し
さ
に
訪
れ
る
人
々

は
し
ば
し
感
嘆
の
吐
息
を
も
ら
す
。

　
内
部
に
は
世
界
一
と
言
わ
れ
る
臼
神
ブ
ナ
原
生
林
の
様

子
が
手
に
取
る
よ
う
に
わ
か
る
ジ
オ
ラ
マ
（
立
体
縦
型
）
を

始
め
、
パ
ネ
ル
写
真
、
ブ
ナ
で
作
ら
れ
る
製
品
な
ど
が
豊
富

に
展
示
さ
れ
て
い
る
。
プ
ナ
の
森
が
も
た
ら
す
美
し
い
自

然
や
大
切
な
働
き
、
豊
か
な
恵
み
、
プ
ナ
と
人
と
の
関
わ
り

の
中
に
生
ま
れ
た
独
特
の
文
化
に
つ
い
て
の
情
報
が
で
き

る
限
り
盛
り
込
ま
れ
て
、
森
を
育
て
自
然
を
守
ろ
う
と
す

る
意
蔵
を
高
揚
す
る
の
に
格
好
の
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

　
建
物
の
岡
囲
に
は
、
炭
焼
き
釜
、
キ
ノ
コ
の
森
、
生

産
の
森
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
て
、
希
望
者
は
そ
こ
で

体
験
を
通
し
た
学
習
が
行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
清
流
真
瀬
川
の
回
り
の
遊
歩
道
、
あ
ず
ま
鄙
、

真
湯
田
を
渡
る
僑
も
完
成
し
て
お
り
、
四
季
折
々
の
変

化
を
栗
し
み
な
が
ら
の
散
策
も
健
康
的
で
あ
る
。

　
　
　
東
京
ハ
森
会
　
会
長
・
加
賀
谷
光
丸
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
務
Ｑ
・
ハ
森
町
役
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
１
０
０
ｒ
Ｄ
【
♂
・
７
　
り
乙
１
１
１

男
性
山
６
山
開
き
－
－
好
評
な
自
然
な
ま

ま
一
堂
山
道

琴
丘
町
（
旧
鹿
渡
町
、
上
岩
川
村
を
合
体
）

　
六
月
二
日
、
恒
例
の
房
佐
山
山
開
き
が
町
内
外
か
ら

八
十
人
の
参
加
で
行
わ
れ
た
．
房
住
山
は
古
く
か
ら
修

験
の
霊
場
と
し
て
知
ら
れ
、
坂
上
田
村
麻
昌
と
長
両
三

兄
弟
の
攻
防
な
ど
を
記
し
た
「
房
佐
山
古
伝
記
」
の
舞

台
と
し
て
地
名
伝
説
も
豊
富
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
は

三
十
三
観
音
も
安
置
さ
れ
、
信
仰
の
山
と
し
て
も
有
名

な
ほ
か
、
新
秋
田
観
光
三
十
箭
に
も
選
ぱ
れ
て
い
Ｑ
‘
'

昨
年
か
ら
滝
の
上
登
山
口
（
Ａ
コ
ー
ス
）
、
小
新
沢
林
道

登
山
口
（
Ｂ
コ
ー
ス
）
、
ニ
ツ
井
側
登
山
口
（
Ｃ
コ
ー
ス
）

の
三
つ
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
時
期
は
山
東
も
豊
富
で
、
登
山
道
の
す
ぐ
近
く

に
竹
の
子
、
ミ
ズ
、
フ
キ
な
ど
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
ひ
山
口
か
ら
登
っ
た
参
加
者
は
、
今
年
も
元
気

に
項
ト
に
集
合
、
そ
こ
で
安
全
祈
願
祭
を
行
っ
た
で
大

気
は
薄
曇
り
な
が
ら
、
頂
上
か
ら
の
視
界
は
三
六
〇
度
。

森
吉
山
、
太
平
山
、
大
潟
村
、
日
本
海
が
一
望
で
き
て
、

参
加
者
は
登
山
の
疲
れ
も
忘
れ
見
と
れ
て
い
た
。
下
山
後

の
昼
食
は
地
元
小
新
沢
自
治
会
の
山
菜
汁
の
サ
ー
ビ
ス

も
あ
る
、
新
し
く
で
き
た
滝
の
上
林
間
広
場
。
ま
た
、
臨
時

の
郵
便
局
も
設
阪
さ
れ
記
念
品
な
ど
が
販
売
さ
れ
た
。

　
「
あ
ま
り
ｒ
を
加
え
ず
自
然
の
ま
ま
な
と
こ
ろ
が
よ
い
。

来
年
は
Ｃ
コ
Ｆ
ス
に
挑
戦
し
た
い
」
「
観
音
像
に
歴
史
的

魅
力
が
感
じ
ら
れ
、
深
山
の
雰
囲
気
が
い
い
」
な
ど
と

参
加
者
の
感
想
は
お
お
む
ね
好
評
だ
っ
た
。
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